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問１ 正解③
自由権的基本権は、国家が個人の領域に対して権力的に介入することを排除して、個人の自由な意
思決定と活動を保障する人権であり、その意味からして、「国家からの自由」ともいわれている。

問２ 正解①
自動車検問は、その目的によっていくつかの類型に分けられ、また法的にも区別していくつかに分
けられるものであり、警察の責務を達成する重要な手段として実務上広く行われているが、個別の
法律に明文をもって規定されているものではない。

問３ 正解⑤
認識した事実と発生した事実との間に構成要件的な重なり合いが認められない場合は、発生した事
実について故意犯は成立しない。したがって、枝文の場合は、殺人行為について過失が認められれ
ば過失致死罪が成立するにとどまる。

問４ 正解②
「充分な理由」（刑訴法210条1項）とは、通常逮捕の場合に要求される「相当な理由」（刑訴法
199条1項）よりも、嫌疑の程度が高度な場合である。もっとも、その嫌疑は、裁判所が有罪判決を
なし得るほど、また検察官が公訴を提起し得るほどに、高度で確実な嫌疑である必要はない。

問５ 正解④
正確な内容の文書を作成するとともに、文書を迅速に作成しなければならない。文書の作成に長時
間をかけてしまうと、多くの事務を速やかに処理することができず、組織本来の活動を停滞させる
ことになるからである。

問６ 正解②
「好意の感情」（ストーカー規制法2条1項柱書）とは、好きな気持ち、親愛感のことであり、芸能
人等に対するあこがれの念や同性間の恋愛感情もこれに該当する。

問７ 正解①
捜査は、任意捜査の方法によることが望ましい（刑訴法197条1項、犯捜規99条）。したがって、た
とえ捜査のためでも、可能な限り人の逮捕という強制手段によらずして捜査の目的を達成するよう
にしなければならない。

問８ 正解⑤
交通違反を現認した場合は、違反に応じた適切な指導取締りを行うことが大切であり、軽微な違反
であっても、これを見過ごすことなく指導警告を行わなければならない。

問９ 正解③
右派系市民グループについては、自らの理想の実現を図るため、クーデターやテロその他の不法行
為を許容するといった思想的背景を有しておらず、この点からしても既存の右翼団体とは区別され
ている。

問10 正解④
アウトソーシングとは、社内の業務の一部を外部に委託することをいう。自社に不足している人材
やサービスを外部から調達することで、企業の生産性向上や競争力強化を図るものである。枝文
は、対義語である「インソーシング」の意味・定義であり、注意を要する。
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